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下伊那南部地域の中核病院※1 として、 

時代の変化に対応した質の高い医療を 

大災害時にも安定して提供※2 できるよう、 

診療環境の改善を目指し、本館棟を改築します。 

※１：下伊那南部地域唯一の病院で救急告示医療機関であり、診療圏人口 16,000 人余の医療を支えています。 

※２：昭和 43 年（1968 年）に建築された現在の本館棟は、耐震診断の結果、Is 値 0.37（「大地震の震動及び 

衝動に対して倒壊し、又は、崩壊する危険性がある」）と判定されました。 

■新棟の概要 

・総合受付、外来診療、入院病棟（85 床）、救急処置、人間ドック 等 

・免震構造、屋上ヘリポート設置 

・RC（鉄筋コンクリート）造、約 4,776 ㎡、地上 4 階地下 1 階建て 

 

■整備スケジュール（工事予定） 

H23.3 ～ H24.1 既存棟の改修、解体 

 ～ H25.3 新棟の建設 

  H25 春 新棟オープン 

 ～ H25.11 既存棟の改修、解体 

 ～ H26.3 付属建物、外構の整備 

 

現状敷地内で、既存棟を利用しながら順次改築を進めていきます。 


